
まえがき＝自動車用バンパ補強材は，車体前後端に取付できる。
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自動車用アルミ押出バンパ補強材の衝突強度評価
　





　Mp＝ Zp・σy  ……………………………………………（1）
ただし，Zp：塑性断面係数
 　  σy：材料耐力
　図 3に示した形材から算定したMpを表 2右側に示し
た。これら形材を用いて静的 3点曲げ試験を行い形材の
崩壊を観察したところ，形材の幅Ｂもしくは高さＨに比
べて肉厚が薄い（すなわち幅厚比が大きい）形状におい
て，最大荷重付近で曲げ圧縮側の座屈が顕著になり，表
2に示すように最大曲げ強度McrがMp

が嬥られた。鞠こで曲げ圧縮側の座屈を服柳した形材孤
崩壊強怒をが すｙこＡにした．
　曲げ圧縮側の座屈 で強怒がさ擦ｙ ，形材の方
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係数σ は　曲げ圧縮側のふĜ幅憎
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表による解析を省略した概略検討を行うことも，比較的
単純な形状であれば可能と考えられる。FEM解析による
個別シミュレーション手法と組合わせて，効果を発揮す
るものと考えられる。

むすび＝バンパの低速度及び中高速度衝突試験に対応し
た，効率的な断面設計手法について報告した。このよう
なバンパでの検討を手始めにして，アルミ材利用に必須


